
平成30年2月市議会教育厚生委員会資料

第 9号議案平成 30年度長崎市一般会計予算

目 次

衛生費】

乳幼児健康診査費(4.1.3) P I ~ 2 (P 190 ~ 191)

説明書記載頁

も部

事務所

事務所

事務所

事務所

平成 30年2月

峠
廊

合

ど
総

こ
中

合
合
合

央
総
総
総

東
南
北





ι

ページ

190~ 191

款

1 概要

乳幼児期は発育の最も著しい時期であり、乳幼児の発育は、育児環境や養育に影響さ

れるため、異常の早期発見と適切な保健指導を目的として、乳幼児の健康診査を行って

いる。

その中で、聴覚障害については、早期に発見され適切な支援が行われた場合には、聴

覚障害による音声言語発達等への影響が最小限に抑えられることから、新生児を対象と

した聴覚検査の検査費用を一部公費負担している。

近年、より精度の高い機器での検査が主流となり、検査贊用が増額し、保護者の負担

増となっていることから、公費負担額の増額により、保護者の経済的負担軽減を図る。

2 事業内容

(1)新生児聴覚検査【拡大】 9,194千円

ア対象者新生児(出生後28日目まで)'3,000人

イ実施方法産科医療機関に委託して実施

ウ検査費用・AAeR(自動聴性脳幹反応)検査 5,000円

内耳から脳幹までの聴覚経路全般を検査するもの

,OAE(耳音響放射)検査 3,000円

内耳の機能を検査するもの

工公費負担額検査1件につき 3,000円

※1件につき 1,500円から3,000円に増額
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千円

57,050

(機器の設置状況)

県内の検査可能な産科医療機関

・AABRのみ 31箇所

17固所・OAE のみ

3箇所・両方

(受診割合)

年度

AABR(%)

OAE(%)

※厚生労働省は内耳機能正常として「OAE」ではrパス」となるが、聴神経機能異常と

して「AABR」では「要再検査」となる場合があるため、「AABR」での検査が望ましい

との見解。

引箇所(平成29年12月朱現在)
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(2)乳児一般健康診査 44,689千円

匿歪^ア 4か月児健康診査(集団) 11,623千円

(ア)実施方法、 8箇所の健診会場にて実施

イフか月児、10か月児健康診査(個別) 33,066千円

(ア)実施'方法小児科医療機関等に委託して実施

(イ)公費負担額 1件につき 5,400円

(3)乳児精密健康診査 フ74千円

ア対象者乳児一般健康診査(4か月、7か月、10か月)の結果、異常や

問題が考えられる乳児 320人

イ実施方法小児科医療機関等に委託して実施

ウ公費負担額検査に要した費用のうち、保護者負担分

(4)乳幼児発達健診

ア対象者

イ実施方法

(5) 2歳児歯科健診

ア対象者

イ実施方法

3 事業費内訳

匝医^2,255千円

乳児一般健康診査(4か月、7か月、10か月)、1歳6か月児健康

診査及び3歳児健康診査の結果、心身の発達の遅れやその疑い

のある乳幼児

市内全域の対象者を1箇所で実施

138千円

1歳6か月児健康診査の結果、むし歯を発生する可肯計生が高い

と診断された幼児(概ね2歳6か月児)

1歳6か月児健康診査の1年後に実施

(1)新生児聴覚検査

(2)乳児一般健康診査
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(4)乳幼児発達健診
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